
七
月
六
日
我
中
体
育
館
で
記
念
式
典

町
議
会
会
初
制
緩
し
「
鈴
孫
子
貯

を
我
孫
子
市
主
ず
る
こ
と
に
つ

い
て
」
の
布
製
諸
行
滋
家
安
上

炎
、
融
網
棚
明
一
款
で
一
可
決
を
み
ま

し
た
の
で
、
笈
月
二
十
忍
nn
に

採
知
事
伊
作
品
持
し
て
前
例
絡
部
ね
の

市

議
T
輔
腕
き
を
と
り
ま
し
た
ω

ζ

師
事
鵠
師
役
加
地
田
植
す
る
た
め

県
知
事
は
、
六
月
十
五
一
日
開
会

mw
気
機
系
議
会
に
炎
山
晶
、
時
略
戦
胡

A

誠
一
機
繭
前
任
議
員
会
の
審
議
官
総

て
、
刑
期
十
六
認
の
本
会
議
に
お

い
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

回
附
知
事
法
乙
町
議
決
鈴
掛
摘
に

よ
れ
ノ
由
開
治
大
援
に
対
し
て
「
稔

孫
子
狩
会
統
一
保
子
山
市
左
す
る
」

旨
mu
滋
出
向
念
行
な
い
、
自
治
大

隠
は
と
の
開
刷
出
に
議
づ
い
て
六

月
刊
…
十
双
u
H
の
文
相
時
に
「
七
晃

一
門
口
か
ら
品
料
開
閉
予
防
h
g
我
係
子

中
市
と
す
る
」
出
回
品
同
一
析
し
ま
し

た
。
に
よ
号
、
千
葉
県
下
二
十

一
一
品
輸
終
的
り
治
則
と
し
て
、
年
制
金
の

ん

q

我
孫
子
市
取
が
畿
品
川
ず
る
濯

が
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

666 

市
木
に
「
ケ
ヤ
キ
」

甫
誌
に
は
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「
ツ
ツ
ジ
」
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マ
--ei--・
き
た
る
七
月
一
円
闘
か
ら
待
裂
の
液
細
騨
が
弱
行
事
れ
る
こ
と
に
な
号
、
柑
明
治
以
米
の
符
:
i
・:ム

門

v
・
:
の
設
を
燦
然
し
て
、
希
望
と
措
調
書
に
融
関
ち
た
務
匁
都
市
出

e
我
孫
子
市
e
t
M
ζ

こ
に
緩
:
i
b
-
-
i凸

円

v
i
-
-
i生
す
る
こ
と
に
な
争
ま
し
た
。
と
の
品
思
議
噛
聞
い
時
偶
発
攻
鋭
う
と
と
も
に
、
我
々
の
然
、
:
・
:
:
ゐ

門

v
i
-
-ムム
e
訟
孫
子
議
e
の
こ
れ
か
ら
わ
発
展
と
充
実
也
管
問
肝
滋
ナ
る
た
め
、
七
月
六
時
午
前
:ei---
ム

マ
;6e

十
時
吋
か
ら
設
孫
子
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
。
僚
懇
で
は
あ

9
ま
す
が
市
鋪
施
行
記
;
:
iム

マ
:
・
・
:
:
念
式
典
を
行
な
う
こ
主
に
な
争
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
特
療
等
で
は
、
こ
れ
ま
晴
、
の
経
・

i
a
iム

v
i
i
i溺
の
捌
説
委
と
需
工
会
な
ど
に
よ
る
綴
し
も
の
の
計
額
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
O
i
-
-
:
:ム

市剰j後行特集喜多

町
で
は
、
七
月
一
誌
の
市
制
問

輸
細
部
"
を
記
念
し
て
、
広
く
住
民

mw
後
品
開
か
ら
中
部
中
小
主
品
開
花
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
哨
国
考
哨
賀
気
品
開

は
応
募
削
り
ゃ
か
ら
選
考
し
た
結

果
務
木
に
は
「
ケ
ヤ
キ
」
、
市

花
に
は
「
ツ
ツ
ジ
い
を
決
悠
し

ま
し
た
。
ケ
ヤ
キ
は
獲
に
出
向
か
ゥ
て
そ

び
え
、
隠
滋
令
z象
徴
し
、
ま

た
、
ツ
ツ
ジ
は
詩
本
中
山
市
郊
の
常
時

で
、
サ
ク
ラ
に
次
い
で
毅
し
ま

れ
て
お
号
、
系
暴
に
強
い
な
ど

か
ら
、
い
ず
れ
も
緩
滋
総
孫
子

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
滋
ば

れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
郊
で
は
、
七
万
…
日

午
後
閥
的
主
主
宵
繍
に
お
い

て
、
帯
保
持
、
市
議
会
絞
殺
に
よ

り
結
晶
時
諸
問
樹
が
行
な
わ
れ
ま
す

が
、
念
品
市
内
に
企
宿
泊
木
、
中
巾
の

殺
を
広
め
た
い
と
怒
い
ま
す
。

時
カ
ッ
パ
音
頭
大
会

開
冷
翌
二
会
場
で

明
執
た
も
の
緑
土

e我
孫
子
々

は
、
首
都
双
山
ぷ
か
ら
一
一
一
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
な
い
し
閥
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
摺
関
市
内
に
位
鵬
識
し
、
伊
〈

哨
湖
の
帥
材
輸
轄
と
し
て
は
、
送
路
で

は
磁
尚
哨
雄
山
ハ
品
サ
納
腕
が
間
関
か
ら
北

へ
、
揖
間
違
二
郎
i
特
科
孫
子
柑
腕

t

後
援
輔
輔
が
町
の
や
心
部
h

管制問か

ら
孫
、
そ
し
て
謂
間
道
翰
融
情

t

取
手
掛
腕
が
樹
用
か
ら
北
へ
そ
れ
ぞ

れ
走
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
数

滋
は
閉
幽
鉄
常
磐
線
が
同
国
滋
む
ハ
努

梢
慨
に
品
単
行
し
て
走
っ
て
お
り
'
、

我
孫
子
黙
な
総
点
す
る
磁
問
鉄
成

田
尚
線
以
州
国
常
道
ニ

mt品
斜
線
子

1

絵
師
期
総
に
ほ
ぼ
並
行
し
亡
殺
っ

て
い
て
、
尚
武
滋
の
箆
に
恵
ま
れ

て
い
る
地
潔
約
好
条
件
か
ら
、

設
部
魁
近
郊
報
部
占
自
記
し
て
級
制
貯

の
脱
抑
制
桝
婆
樹
換
を
内
蔵
し
て
お
ち

ま
す
。し
た
が
っ
て
、
こ
こ
数
年
間

に
お
け
る
人
口
の
緩
和
朗
は
閉
会

泉
銭
る
も
の
が
る
号
、
留
の
住

宅
政
策
主
制
制
ま
っ
て
山
林
・
京

臨
時
が
街
角
さ
れ
、
と
れ
に
よ
ワ

て
人
ロ
の
楢
唱
和
剣
山
弘
、
従
来
的
由
開

然
機
か
ら
社
会
揃
唱
に
変
わ
号
、

地
様
相
後
綴
も
抽
常
務
か
ら
市
街

地
の
務
部
損
に
変
貌
し
、
対
的
人

口
は
五
月
末
現
容
で
関
口
万
六
千

人
を
緩
え
る
に
歪
号
、
来
年
三

月
ご
ろ
に
は
五
万
人
に
途
す
る

で
あ
ろ
う
と
絵
掛
輔
さ
れ
ま
ナ
。

緩
幾
人
口
も
第
二
次
産
然
、

第
一
一
一
次
滋
幾
人
口
は
全
人
口
の

八
十
支
パ
ー
セ
ン
ト
た
お
め
、

合
併
昌
一
涛
め
昭
和
三
十
怒
る
に
比

柏
駅
し
て
一
で
一
倍
母
上
丹
市
中
宏

一
訴
し
、
榔
臨
峰
滑
融
情
迭
は
従
来
の
農

業
を
相
眠
時
折
と
す
る
漆
…
次
総
一
一
祭

か
ら
、
近
代
産
業
へ
と
大
寺
〈

転
換
を
み
つ
つ
あ
争
ま
す
e

こ
の
よ
う
な
状
勢
下
に
お
い

て
、
復
民
は
極
め
て
骨
肉
い
袋
路
間

水
品
取
を
懇
み
、
あ
る
い
は
総
持

し
、
町
行
政
に
お
い
て
も
常
に

高
度
な
施
策
会
国
間
没
し
て
い
ま

ふ
多
。
町
は
こ
れ
ら
高
度
な
行
ゑ
湊

求
に
答
え
る
た
め
、
生
浴
環
境

施
設
を
は
じ
め
文
教
後
輪
組
、
公

共
物
臓
器
悩
む
整
描
闘
拡
充
な
ら
び
に

務
総
計
一
簡
を
強
力
に
推
進
し
、

養
ず
と
都
也
刑
務
然
主
総
帥
岡
山
笠
間
闘

争
、
行
政
水
惜
棋
の
向
上
に
努
め

て
曾
ま
し
た
が
、
時
代
。
端
端
端
識

に
伴
な
う
前
向
療
経
済
成
長
と
、

治
減
額
融
郊
の
紬
門
燥
に
つ
れ
て
、

地
方
8
治
体
の
行
政
舗
腕
綴
は
ま

ず
ま
す
紋
大
を
姿
求
さ
れ
、
行

政
盤
刑
務
め
瀬
中
〈
と
と
も
に
都
+
問

後
品
開
の
議
徽
拡
充
に
巡
ら
れ
て

い
る
混
状
で
す
。

こ
と
で
市
す
ま
で
も
な
く
、

街
斜
路
行
は
、
こ
れ
ら
の
冨
討
議

を
満
た
し
、
紬
嶋
中
点
漁
期
闘
関
の
遼
凌

を
は
や
め
、
住
民
情
間
続
の
向
河
上

総
得
与
す
る
点
が
誠
に
大
な
る

も
の
が
あ
ち
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
制
纏
行
に
よ
り
段
治
体
の
体

質
改
鐘
日
を
行
な
い
、
よ
事
官
附
阪

な
品
廿
時
帆
絡
簸
を
縫
遂
し
て
行
欲

求
、
携
わ
定
山
問
し
よ
さ
せ
‘
水
と
緑
を

十
分
に
生
か
し
た
絞
る
く
幽
盟
か

な
住
み
よ
い
近
代
都
市
役
祭
き

上
げ
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
努

で
あ
る
と
鰐
仰
い
ま
す
。

こ
の
た
び
培
地
ガ
肉
悶
治
決
の

一
務
次
}
氏
、
い
わ
ゆ
る
ざ
万
術

制
削
減
的
公
布
施
行
に
よ
争
、
本

町
内
川
市
k
し
て
の
緩
徐
・
を
兵
出
陣

す
る
に
い
た
れ
ツ
ま
し
た
。
そ
こ

で
対
は
、
市
穏
を
緩
行
す
る
こ

と
に
つ
い
て
対
談
会
に
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
勘
瞬
掛
明
の
資
問
問
を
埠
昨

ま
し
た
の
で
、
既
線
引
り
と
h

制作
J

蕊
月
二
十
。
一
時
に
第
二
間
関
附
附
臨
吋

七
晃
六
B
の
惜
慌
に
泳
、
中
抑
制
間

工
会
主
婦
棋
に
よ
る
カ
ヅ
パ
後
政

大
会
が
側
聞
か
れ
ま
ナ
。

こ
の
大
会
は
次
由
市
内
一
一
一
か

務
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
す
で

に
各
締
底
会
で
は
二
十
笈
良
か

ら
滋
綴
淵
酬
も
佐
伯
側
め
て
い
ま
す
の

で
、
盛
大
に
側
関
か
れ
る
も
の
と

忽
わ
れ
ま
す
。
〕
般
市
災
の
続

事
ま
ガ
も
、
ぜ
ひ
こ
の
大
会
に

ご
参
奴
く
だ
さ
い
。

カ
ッ
パ
音
頭
犬
品
常
務
所

時
仏
閣
郁
子
地
区
持
品
横
山
山
材
木
財
閥
柑
朗

品
慢
の
隊
約
怨
総

期
間
北
地
区
u
n
滋
沈
mm噺悶側関

布
佐
地
区
語
笠
間
漁
り
せ
鴻
ム
首
相
争

終
線
約
広
務

な
お
、
海
開
工
会
で
は
士
市
鶴
施

行
を
滋
う
た
め
、
潟
市
拍
務
の
遜

ち
に
位
岬
h

ソ
付
け
を
行
な
う
な
ど

の
務
僚
を
進
め
て
い
ま
す
。

県下22番目の市として

部
良
衛
隊
女
子
殺
笛
鍬

持
の
祝
賀
パ
レ

i
F

七
月
六
誌
に
は
、
午
線
九
時

十
五
分
か
ら
線
上
向
悶
綴
数
訟
戸

数
州
時
期
開
放
女
子
鼓
笛
隊
に
よ
る

中
市
出
向
パ
レ
ー
ド
が
行
な
お
れ
ま

す。
こ
自
バ
レ
ー
ド
ゆ
品
、
機
上
・
路

端
樹
粧
臓
の
ど
好
意
に
よ
れ
ソ
ゃ
っ
て

い
た
だ
く
わ
け
で
す
が
、
打
上

げ
花
火
の
会
開
附
マ
九
時
十
五
分

に
我
孫
子
閥
抗
務
十
附
十
時
開
念
路
島
中

し
、
国
鼎
遂
を
千
禁
銀
行
総
哨
珠
子

支出問時前

t
第
一
'
小
学
校
設
l
消

防
車
留
ま
で
パ
レ

l
F
し
ま
す
の

で
、
沿
道
の
蹴
聞
き
ん
は
微
増
る

抽
加
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
綴
い

い
た
し
ま
す
。

N
H
K総
合
テ
レ
ピ
で
我
孫
子
を
紹
介

羽
午
後
一
時
五
分
の
「
町
か
ら
村
か
ら
し

ご

覧

く

だ

き

い

。

な

お

、

内

務

と

し

て

は

、

江

こ
の
設
送
は
、
一
一
苅
品
税
務
鋭
試
の
戸
時
代
の
我
孫
子
、
大
家
初
期

常
時
綴
一
一
一
郎
さ
ん
の
ど
尽
力
主
、
の
噛
偶
然
予
狭
く
な
る
手
賀
市
問
、

一
万
畿
財
悦
酷
剤
投
の
小
協
同
勝
夫
さ
ん

hv
裁
の
絞
殺
ψ

と
い
わ
れ
た
文

の
資
料
姐
提
供
に
よ
り
災
淡
な
み
人
の
箆
〈
志
災
後
淡
滋
世
阿
跡
‘

た

も

の

で

す

。

災

者

小

路

実

篤

掛

部

数

齢

、

バ

i

ナ
i
ド
‘
ヲ

i
チ
業
路
、
銭
入

総
公
附
悶
V

、
殺
出
般
官
曲
師
複
々
一
緑
化

工
事
、
仲
説
。
宅
公
開
山
湘
欄
ゆ
仙
台
図
叫
喝

な
ど
油
一
男
自
我
孫
子
と
、
綿
織
滋
途

上
に
ゐ
る
渓
骨
粗
由
設
孫
子
が
紹

介
さ
れ
ま
す
。

七
月

持
政
五
総
合
T
V
ど
〈
第
}

チ
ャ

γ
ネ
ル
〉
で
は
、
七
月
一

銭
午
後
}
待
五
分
か
ら
の
「
狩

か
ら
ω
刊
か
ら
」
で
‘
千
葉
ゑ
土

記
，
我
孫
子
e
-な
拶
災
機
渓
に

よ
り
投
送
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

中
ク空宇
ブてr
プ院

z去
でし

葬記
1R念
羅訳
合伝
役
所
鍔

ブ月 1B 

フ
ジ
テ
レ
ピ
・
緩
縫

新
聞
で
子
供
峡
爾
会

;会して若手;衣夜γもJH賀?ど23

江ド
M
dudn 

以
上
の
ほ
か
に
、
ア
ジ
テ
V

ピ
お
よ
び
蔵
総
柑
刺
繍
開
後
畿
に
よ

る
子
供
陵
商
会
日
炉
、
制
拭
休
み
に

入
る
七
刃
一
一
十
一
お
か
ら
八
月

十
回
詰
ま
で
の
附
桝
に
お
い
て
、
占
府

内
一
ニ
か
嫁
ぐ
ら
い
守
体
制
開
閉
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
際
線
の

nH
臨
吋
や
場
綴
が
は
っ
き
9
し
ま

せ
ん
時
で
、
決
ま
h

ツ
し
だ
い
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
子
供
映

総
会
時
弘
、
一
元
教
育
長
の
し
省
縦
一
品

附
附
さ
ん
の
お
骨
訴
事
に
よ
る
も

の
-
で
す
。

:す

務
総
施
行
を
由
緒
念
ず
る
削
摘
し

も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

行
楽
が
料
制
緩
き
て
い
ま
す
9

ま
ず
、
品
市
炎
学
際
大
学
体
育

会
で
は
援
措
誌
を
申
択
す
る
た
め
、

市
制
施
行
誌
で
あ
る
七
万
一
円
闘

に
、
時
現
絞
山
糾
拙
蝿

ta孫
子
市
役

所
酬
岡
山
ハ
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

〈
十
}
夜
間
〉
わ
絞
欽
幾
争
を

行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
央
学
院
大
学
体

育
会
が
針
縮
刷
し
た
も
の
で
、
間
関

大
学
と
市
的
共
掛
闘
で
行
な
わ
れ

ま
す
が
、
潟
大
学
体
務
会
館
期
臨
輔

の
忽
乎
、
柔
道
、
知
滋
、
会
制
剤

叫
線
、
小
品
特
唱
す
挙
法
.
弓
遂
‘
ボ
グ

v
y
F、
ウ
品
イ
ト

P
フ
テ
ィ

y
F、
テ
-
一
丸
、
サ
ッ
カ
ー
の

十
毅
対
抗
で
そ
の
綴
絡
が
餓
わ

れ
ま
す
。
当
U
H

は
午
前
十
時
に

筑
波
山
側
搬
酬
を
品
タ
i
ト
し
、
下

車昔

t
水樹部地

A
Z敬
子
役
終
漁
し

て
設
孫
子
宮
市
に
入
争
、
後
続
制
緩

部
落
を
遂
争
、
閣
総
務
慾
綴
利

相
棋
山
凶
こ
道
一
橋
t
電
談
後
諮
問
川
l

務
一
t

小
学
校
1
設
孫
子
駅
前
十

申十時時
i
公
闘
激
れ
ノ

2
中
央
公
民

然、
t
県
立
我
採
テ
材
開
校
な
縫
て

ゴ
ー
ん
の
市
仇
筑
波
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
柴
崎
の
一
品
幾
帥
摘

は
午
後
二
臨
時
滋
ぎ
に
な
号
、
ゴ

ー
ル
は
午
後
一
一
体
吋
一
一
一
十
分
ご
ろ

に
な
る
も
む
と
総
わ
れ
ま
す
の

で
、
川
間
滋
の
皆
さ
ん
は
幾
多
に

出
問
中
〈
な
済
援
を
送
っ
て
や
っ
て

く
だ
き
い
。
一
誌
が
雨
天
の
と

き
は
六
日
に
慾
綴
さ
れ
ま
す
。

記
念
市
内
パ
レ
ー
ド

市
高
工
会
主
催
で

にはず江総

7il78 

(ず乏しょうっ

七
月
七
告
に
は
.
+
関
ザ
ム
ム
判
中
点

僚
の
ム
Y

1
プ

γ
カ
i
、
花
自
動

車
に
よ
る
総
念
引
用
出
向
パ
レ
ー
ド

が
努
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
、
鈴
木

議
炎
、
神
悦
辺
薦
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
倫
明
…
ぉ
議
出
闘
の
惨
議
後
議

臨
照
合
加
瀬
先
生
、
明
鼎
談
会
議
掛
闘

の
後
滋
先
鋭
、
鈴
木
先
生
、
弁

品
。
日
光
地
占
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
れ
て
午

前
十
一
時
特
に
中
央
公
開
武
線
影
山
側

殺
し
、
鱒
府
滋
を
布
佐
ま
で
バ

ν

l
ド
し
ま
す
。
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